










要約 川崎病冠状動脈後遺症を有し,2 回以上冠状動脈造影が行われている 193 例について

検討した。動脈瘤の消退(regression)は,113 例(58.5%)に認められた。その時期は約 95%

が発症より 2年以内であった。発症より 2年を経過して,明らかな異常を残す例は,不変ま

たは進行性に病変が進む例が多かった。 


